
立正大学学園 平成２８年度決算報告 

 

本学園の平成28年度決算は、理事会、ならびに評議員会において承認可決されました。ここにその概要を説

明します。 

 

 １．事業活動収支計算書について 

事業活動収入計は15,904,724千円で、対前年度比△727,791千円、4.4％の減となりました。これは主に資産

売却差額が547,572千円減額したことなどによるものです。これに対し事業活動支出計は15,713,921千円で、対

前年度比794,822千円、5.3％の増となりました。これは主に教育研究経費（修繕費など）が増加したことによ

るものです。基本金組入額は1,197,326千円で、対前年度比△110,122千円、8.4％の減となりました。 

当年度収支差額は△1,006,523千円であり、これに前年度繰越収支差額△1,205,851千円および基本金取崩額

53,000千円を加算すると翌年度繰越収支差額は△2,159,374千円となりました。 

次に、主な科目の内容について概略説明します。 

「学生生徒等納付金」は、事業活動収入計の71.6％を占め、授業料・入学金・施設設備資金などからなって

います。「手数料」は主に入学検定料で、志願者数（検定料の対象者数）は大学で13,677名、金額にして345,4

95千円、中学・高校は889名、金額にして17,780千円となりました。 

「寄付金」は、日蓮宗 73,000千円、新入生父母 15,202千円などが主なものです。 

「補助金」は、大学に対して国から補助されたものが 694,032千円、中学・高校に対して東京都から補助さ

れたものが 515,541千円などです。 

「人件費」は、事業活動支出計の50.1％を占めますが、これには教職員約1,300名（非常勤含む）の給与、

退職給与引当金繰入額が含まれております。 

「教育研究経費」は、教育研究業務にかかわる人件費以外の諸経費で、修繕費、旅費交通費、奨学費、印刷

製本費、光熱水料費、賃借料、委託費、減価償却額などです。「管理経費」は、法人業務、食堂喫茶、学生寮、

研修所および学生募集にかかわる人件費以外の諸経費で、旅費交通費、広告料、印刷製本費、委託費、減価償

却額などです。 

「基本金組入額」は、校地・校舎・機器備品・図書などの教育研究条件の整備充実のために要する支出を事

業活動収入のうちから組み入れるものです。第１号基本金の品川キャンパス近隣土地取得に係る組入れ、馬込

キャンパス校地取得に係る借入金返済による当期組入れ、第２号基本金組入れ計画に基づく組入れが主たるも

のです。その結果、当期組入高は1,197,326千円となっています。 

 

 ２．資金収支計算書について 

資金収支計算書は、当該会計年度の諸活動に対応するすべての収入及び支出の内容並びに支払資金の収入及

び支出のてん末を明らかにするものです。資金の収入額は26,583,721千円でこれに前年度から繰越された支払

資金12,871,793千円（28年４月１日現在の支払資金残高）を加えた39,455,514千円が当年度の収入総額です。

ここから人件費支出以下の当年度中に支出された額26,978,576千円を差し引いた残り12,476,938千円が翌年度

へ繰越される支払資金となりました。 

主な支出科目の内容を説明します。 

「借入金等返済支出」は、日本私立学校振興・共済事業団への返済 150,000千円、東京都私学財団への返済 

235,692千円です。 

「施設関係支出」は、品川キャンパス近隣土地取得57,685千円、熊谷キャンパス３号館空調熱源機器更新工事

88,250千円などです。 

「資産運用支出」は、第２号基本金引当特定資産600,000千円、第３号基本金引当特定資産1,548,282千円、

減価償却引当特定資産6,870,000千円、周年記念事業引当特定預金2,000千円を積立したものなどです。 

「その他の支出」は、前期末未払金支払支出600,343千円などです。 

 

 ３．貸借対照表について 

本学園が所有しております資産の総額は、前年度と比べ77,995千円減少(0.1％減)し、101,154,856千円とな

り、これに対し負債の総額は、前年度に比べ268,798千円減少(3.1％減)し、8,374,010千円となり、総資産に

対する総負債の割合は8.3％（40％以下なら健全といわれております）となりました。総資産から総負債を引

いた 92,780,846千円(対前年度190,803千円増) が正味財産となります。基本金は94,940,220千円であり、繰



越収支差額は△2,159,374千円となりました。 

主な科目の内容について概略説明します。 

資産の部の「有形固定資産」 38,243,178千円は、減価償却引当金45,150,514千円控除後の金額です。「第２

号基本金引当特定資産」1,200,000千円は立正大学品川キャンパス新校舎建設計画、「第３号基本金引当特定資

産」 10,000,000千円は石橋湛山記念基金、「減価償却引当特定資産」22,575,257千円は、既存建物の建替資金

確保のため、減価償却によって回収した資金の積立資産です。「退職給与引当特定資産」1,646,824千円は、退

職給与引当金3,280,165千円の約1/2額です。 

負債の部の「長期借入金」386,160千円と「短期借入金」385,692千円は、日本私立学校振興・共済事業団なら

びに東京都私学財団からの借入金です。「前受金」3,150,414千円は、平成29年度入学者の学費・寮費などで、

平成28年度中に入金になった額です。 

純資産の部の「第１号基本金」は固定資産の取得に要した額、「第２号基本金」は立正大学品川キャンパス

新校舎建設計画、「第３号基本金」は石橋湛山記念基金、「第４号基本金」は恒常的に保持すべき資金の額とし

てそれぞれ組み入れた額です。 
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